20210120第8回役員会

古川尊久、吉川満博、寺島雅峰、青山和也、北村義晴、城岡真、渋谷秀樹、石黒幸恵、飯倉正和、浅野清雅、松井弘行、木村真智子、吉田彩子、佐伯真未、後藤広美、松本規人、入江学、深山敦子、岡崎美希、柴木知次、磯野祐也、江川和幸、室敬人、水野忠司、河上仁栄、佐々木忠義、奥野隆之


富山市教育委員会からの説明

Q寺島
万が一クラス全体が休校となる場合、統一見解は？
リモートの授業とかは？
A
学年末でどうしても2週間休むことでカリキュラムが
終えられないという場合は、リモート授業も考え
なければならない
それに備えて準備は必要

1会長あいさつ
大雪、除雪協力ありがとうございます。
皆んなで協力する体制をつくれたらいい
受験シーズンということもありコロナ対策の
見直しも呼びかけていきたい


2協議・審議事項
(1)令和3年度について　　青山副会長
①スローガン、活動目標、事業計画説明

要望書を提出するため、組織を変更
委員会を設立

運営委員さんのサポート　交通費支給

ホームページ更新のための積立

これまでの事業の充実
ーーー
委員会
新委員会
・要望書取りまとめ
・学校教育研究
・教育環境研究
・家庭教育研究
従来の委員会
・会長支援
・懇談会企画運営(旧総務企画)
・親学び企画運営(旧家庭教育)
・広報
・良書
②年間行事・会議日程
Q&A
Q松本さん
委員会の数が増えたときに
コアなメンバーだけで動いている委員会の状況
としては、ちゃんとまわるのか？
A出てきてもらってもそれほど役割がない
という雰囲気などがあったのが問題と考えている
事業運営をする委員会は、運営委員をつけない予定
事業自体は役員が協力してする
運営委員は新しい委員会に振り分けて
グループワークを中心に、委員さんに
たくさん意見を言ってもらう形にする

Q寺島さん
委員会が増えて、ここの委員会には委員長、副委員長を
置かれるのですよね
うまく機能しない委員会が出来るのではないかと思う
各委員会に求める役割は、委員長になる皆さんに
しっかり伝える段取りが必要とおもう
A
そこはとても大事だと思っている
新しい委員長さんを集めて、年度のはじめに
しっかりイメージを話したいと思う

Q佐々木さん
年度初めにとの話でしたが、総会前に
委員長さんを集めて、説明をしておく必要はあると思う
A
そのつもりで動きます。

(2)令和3年度会費について　　吉川副会長
結果的に60円は完全に値下げした形
東陸大会　32名
日P大会　4名

補足　青山
繰越金は1,000,000より減ると見ている
CiCの事務所の経費が若干上がっている

(3)第3回評議員会　　吉田副会長
今年は会長研修会の後に評議員会

p13次第、日時15:10に訂正

Q&A
Q中止の場合、ホームページだけでなく、メールでも
A複数の連絡方法を取る予定

(4)会長研修会　　後藤委員長
前回と時間を変更、
お茶は出さない

Q柴木
ファボーレの下見とzoomテストは？
Aやります。日程が決まれば連絡するので、お願いします。

Q佐々木
会長研修会の予算で消毒は消してもいいのでは？
A別枠で予定する


(5)親学び講座に関するアンケート　　入江委員長
情報共有、推進リーダー支援のためにアンケートを取りたい
最近、コロナの拡大という観点もあり
2月の親学びを中止する単Pもあるようなので、
アンケートを出すタイミングを迷っている

Q寺島
親学びでこれに興味を持っている単P会長と興味のない単P会長
がある、親学びの意味が伝わっていない状況もあるのではないか
ということを踏まえると、会長研修会で親学びの話をした上で
アンケートを出したほうがいいのでは？
A入江
そういう形が丁寧ではないかと思うので、いいと思う

評議員会の5のその他事項で説明、アンケート取る形は？

Q佐々木参与
説明をするなら、冒頭で説明し、アンケートの回答を
その場でして貰う形がいいのでは？

A青山
googleフォームで回答する形なので、その場で回答
してもらうよりは、持ち帰ってもらって、回答して
もらうほうがいいと思う

Q寺島副会長
対象は単P会長ですが、理解の度合いについても
聞いてもいいのではないか？
A石黒
一番最初のところで、本年度はもともと予定していない
というものも設問として設定しているのでその部分は
カバーしている

Q吉川副会長
対象は今年度の単P会長さん
A石黒
そのとおり

Q佐々木参与
最終的にアンケートをとった結果の活用方法は？
A石黒
アンケートを取ることで情報共有したいということで、
アンケート結果はメールやホームページで報告したい

吉川副会長
評議員会の次第に組み込み、2月の役員会で審議

3報告・依頼事項
　(1)総務企画委員会より
  市教委との懇談会の報告　　城岡副会長

(2)家庭教育委員会
　親学びサロンの報告　入江委員長
　来月報告

4　各委員会の進捗状況

(1)総務企画　
なし
(2)会長支援　　後藤委員長
2月に運営委員会開催予定

(3)広報
松本委員長
広報紙れん、1月末入稿予定

(4)家庭教育　入江委員長

(5)全体会　　河上顧問
12/10に引継ぎ会を実施
3/6 腰快感高志会館で日P実行委員会解散式
補足、吉川会長
報告書は明日発行

5県P連
(1)全体　寺島副会長
次年度に向けて対応をすすめる
北九州、山形、となるが、山形が富山に習って
準備を進めている

(2)総務特別
1/18、県知事要望を提出
コロナで従来からの問題が浮き彫りになった一年
働き方改革の問題
ICT、コロナで進んだ、進んだことで歪が出ている
内容は県PHPでダウンロード出来る

(3)会員大会実行委員会　松井
2月に会合を実施する予定

(4)研修
1/25に委員会開催予定

(5)教育環境委員会
まとめの会を予定、日程未定

(6)広報

(7)家庭教育委員会
1/14にオンラインで実施
生活する上でイライラすることをテーマに親学びを実施

7校長会より
なし
8関係団体報告
吉川　親子安全会　理事数の変更提案あり
　　学識経験者の枠がないので、
　　富山市の充て職の部分を4名から3名に減らす提案
　　
古川　問題ないと思う
寺島　問題ないと思う
吉川　富山4名、高岡2名、後は1名ずつ、
　　親子安全会としては減らしていく方向
　　いずれは富山ブロック、高岡ブロック、砺波ブロック、
　　魚津ブロックのそれぞれで何人ということになる

9その他

10監事講評　室監事
コロナ禍でこれだけのオンライン役員会ができたのは
とても良いと思います。全国的にここまでやっている
ところはないとおもう
青山さんの提言、変革に期待しています。

11閉会挨拶　　飯倉副会長
雪とコロナのなか、おつかれさまでした。
